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長

谷

川
控
催

選

2024年(含和6年)9月8目(日)

学
校
が
標
的
に
な
る
ガ
ザ
の
夏(

筑
紫
野
市
)
二
酉

蛮
議
日
本
海
は
火
の
海
に

(
神
奈
川
県
松
田
町
)
山
本
け
ん
え
い

死
の
大
義
生
に
八
月
十
五
日

(
基
局
都
世
田
谷
区
)
松
木

長
勝

爽
や
か
に
心
配
謝
絶
す
る
朝
ぞ

落
選
の
夫
婦
黙
っ
て
草
む
し
る
(
船
橋
市
)
斉
木

直

ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
な
き
フ
ラ
ン
ス
や
秋
の
雨

(
伊
賀
市
)
福
沢

海
賊
船
孫
と
揺
ら
れ
て
夏
の
海

(
小
城
市
)
福
地

浅
欝
の
ぐ
ん
ぐ
ん
人
を
引
き
離
す(

静
岡
市
)
松
村

あ
の
日
に
は
戻
れ
ぬ
蔀
の
帰
省
か
な

(
埼
玉
県
宮
代
町
)

外
つ
国
の
水
泳
選
手
花
の
蛾
戴

(
新
潟
市
)

馨∴築

掌∴誓 塞 嘉 舅 華 麗 轟

(
戸
田
市
)
蜂
巣

厚

【評】一席。まるで民族浄化を狙う加のような。かつて「された」人々が。二

席。すぼらしい夕焼け。されど詰諮たる不安。三席。死に大義名分があった戦前

戦後は生に。十旬日。なんとまあ、アツケラカンと。されど見入ってしまうo

大

串

重
早

選

☆
聖
火
消
え
戦
火
消
え
ざ
る
残
暑
か
な

(
横
浜
市
)

秋
風
鈴
異
常
気
象
を
嘆
き
け
り

(
倉
吉
市
)
尾
崎

初
探
り
の
商
船
赤
子
の
や
う
に
抱
く

額 聾

(
戸
田
市
)
蜂
巣

厚
子

幼
子
に
誰
も
か
な
は
態
な

(
さ
い
た
ま
市
)
蔚
藤

紀
子

廃
村
の
百
戸
最
後
の
踊
か
な

(
尾
張
旭
市
)
古
賀
勇
理
央

聴
覚
に
触
覚
に
秋
来
た
り
け
り(

武
蔵
野
市
)
相
坂

康

軍
服
の
遺
影
の
三
人
秋
彼
岸

(
前
橋
市
)
荻
原

葉
月

露
の
世
に
負
け
る
な
我
も
障
害
者(

船
橋
市
)
斉
木

直
哉

鵜
概
に
米
あ
る
暮
ら
し
赤
の
ま
ま(

諌
早
市
)
後
藤

新
平

ふ
る
里
の
山
迫
り
く
る
帰
省
か
な(

岩
倉
市
)
村
瀬
み
さ
を

【評】第1旬。パリオリンピックは無事終了したが、ロシアとウクライナ、イス

ラエルとパレスチナの戦火は今なお続く。第2旬。立秋を過ぎでも猛暑が続く。秋

風鈴も藩憲をつくばかり。第3旬。丹念に育て上げた西瓜。 「赤子のやうに」が雇い。

一
局
山
れ
お
な
選

商
談
に
負
け
て
酸
鵬
を
隣
み
を
り(

香
芝
市
)
土
井

年
金
と
詩
歌
に
て
足
る
生
身
魂

(
成
田
市
)
神
都
一
成

化
け
猫
の
中
は
地
獄
の
夏
芝
居

(
大
阪
市
)
上
西
左
大
信

ナ
イ
ア
ガ
ラ
花
火
や
ば
い
と
言
ふ
五
歳

(
寝
屋
川
市
)
今
西

富
幸

断
層
写
真
脳
と
ト
マ
ト
は
相
似
た
る

(
高
砂
市
)
小
柳

献
爾

花
火
師
や
火
の
粉
の
中
に
仁
王
立
ち

(
神
戸
市
)
藤
井

啓
子

開
演
前
晴
き
舞
台
に
鶴
か
な
涼(

和
歌
山
市
)
新
谷

慶
子

ス
テ
テ
コ
の
巡
査
部
長
の
王
手
か
な

(
横
浜
市
)
生
田

康
夫

☆
聖
火
消
え
戦
火
消
え
ざ
る
残
暑
か
な

(
横
浜
市
)

☆
こ
ん
な
物
ま
で
ぶ
ら
下
げ
で
威
璃

(
東
か
が
わ
市
)
桑
島

【評】土井さん。深刻な場面のようだが、笑ってもいいの? 三橋敏雄にくあぐ

らゐのかぼちゃと我も三高かな〉 。神郡さん。つましくも心豊かに。上西さん。中

の人には気の毒としか害いようがないが、 「化け猫の中は」という具体性が縄妙。

繭
照
囲
間
董
整
臆
病
関

人
生
は
端
居
だ
つ
た
と
納
得
す

(
秩
父
市
)
浅
賀
福
太
郎

も
が
け
ど
も
躍
け
ど
も
蛾
牽
か
れ
ゆ
く

(
下
関
市
)
満
水

幽
人

産
院
の
士
風
蟻
の
轢
舘
か
な

(
飯
能
市
)
細
田

裡
手

水
申
眼
鏡
小
魚
と
な
ら
話
せ
さ
う

(
京
田
辺
市
)
加
藤

革
児

夷
浄
愁
馨
思
ひ
造
る
星
月
夜

(
墓
京
都
江
東
区
)
原

子
弘

☆
こ
ん
な
物
ま
で
ぶ
ら
下
げ
て
鳥
威

(
東
か
が
わ
市
)
桑
島

正
樹

花
火
舟
ゆ
ふ
ぐ
れ
ゆ
と
り
あ
り
に
け
り

(
大
崎
市
)
宮
嶋

も
う
空
は
す
っ
か
り
秋
の
色
だ
け
ど

(
我
孫
子
市
)

☆
夏
蝶
の
ぐ
ん
ぐ
ん
人
を
引
き
離
す(

静
岡
市
)
松
村

窓
に
家
等
の
影
バ
ン
ク
シ
ー
の
ご
と

(
朝
倉
市
)
足
立

竺 墓 愚 挙

【評】一旬目、夕方、縁側で涼を取る夏の季語「端居」。こオ揃も人生。二旬日、

態が蝉を運んでゆく。それが生きている哀れ。三旬日、春の季語「卿とは趣の異

なる、夏の「土用晩」の滋養が効く。四旬日、何を語ってくれるのか聞きたい。

弼醤く街かど 乃木坂陸橋〉

う
た
を
よ
む
惜
し
み
な
く
励
み
あ
う

高
田

正
子

8
月
末
、
俳
句
甲
子
園
の
審
査
員
長
(
計
職

人
)
の
一
員
と
し
て
松
山
市
へ
行
っ
た
。
優
勝

は
名
古
屋
高
校
で
あ
っ
た
が
、
私
が
初
め
て
参

加
し
た
2
年
前
も
、
名
古
屋
高
校
の
試
合
を
見

た
。
そ
の
と
き
は
対
戦
相
手
だ
っ
た
東
京
の
海

域
高
校
が
勝
っ
た
が
、
2
校
の
白
熱
す
る
デ
ィ

ベ
ー
ト
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
会
場
の
暑
さ
を
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
善
く
も
な
く
、

さ
し
て
頑
健
で
も
な
い
私
が
、
年
々
厳
し
く
な

る
残
暑
を
ほ
い
ほ
い
と
松
山
へ
向
か
う
の
は
、

こ
の
と
き
の
衝
撃
の
お
か
げ
に
違
い
な
い
。

さ
て
松
山
へ
集
っ
て
く
る
高
校
生
た
ち
も
支

え
る
大
人
た
ち
も
あ
っ
ぱ
れ
で
あ
る
が
、
年
々

進
化
す
る
大
会
運
営
の
シ
ス
テ
ム
と
ス
タ
ッ
フ

の
働
き
に
も
目
を
み
ぼ
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
多
く

は
O
B
・
O
G
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
大
会
は
高

校
生
と
元
高
校
生
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

と
も
い
え
る
。
中
に
は
、
さ
ら
に
変
化
し
続

け
、
句
集
を
ま
と
め
る
な
ど
、
俳
人
と
し
て
確

か
な
足
跡
を
残
す
人
た
ち
も
い
る
。

旅
い
つ
も
雲
に
抜
か
れ
て
大
花
野

こ
の
旬
で
大
会
の
個
人
最
優
秀
賞
を
受
け
た

岩
田
茎
は
覇
』

(
2
0
2
2
年
刊
)
で
俳
人

協
会
新
人
賞
と
田
中
裕
明
賞
を
受
賞
し
た
。

安
里
琉
太
は
『
式
日
』

(
2
0
年
刊
)
で
俳
人

協
会
新
人
賞
を
受
賞
。
次
の
旬
が
鮮
烈
だ
。

遠
泳
の
身
を
し
は
が
れ
の
排
と
思
ふ

後
に
も
ま
だ
ま
だ
若
き
才
能
が
続
く
。

て
艶
が
桃
を
離
れ
て
柔
ら
か
き

黒
岩
徳
将

山
吹
の
散
り
浮
く
沢
に
灘
ぐ

若
林
哲
哉

俳
句
の
未
来
が
懸
念
さ
れ
て
久
し
い
が
、
若

い
俳
句
は
今
日
の
次
に
明
日
が
来
る
こ
と
を
確

信
さ
せ
て
く
れ
る
。
今
に
集
申
せ
よ
。
未
来
は

当
然
そ
の
先
に
あ
る
。
惜
し
み
な
く
励
み
あ
う

姿
は
ま
ぶ
し
い
。
今
年
も
た
っ
ぷ
り
熱
量
を
も

ら
っ
た
8
月
。

(
吾
輩
主
宰
・
俳
人
)

五島嵩聾句集「董叢」第5句集。著者18

年ぶりの句集で、 333旬を収録した。 「かな

風欝認諾論詰:嘉詳月の

倍諾謹蒸器鮭ぐ憲蒙り柴ぐ
村越化石、月幡屋宏、石牟礼道子ら物故した

40人を紹介。 (東京四季出版・ 2200円)
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